
碩佛）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
医
療
活
動
を

展
開
し
て
い
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
）
の
本
部
は
岡
山
に

あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
起
き
た
そ
の
深
夜
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
医
師
団
の
六
入
は
大
渋

滞
の
国
道
を
縫
い
神
戸
市
長

田
区
に
到
着
し
た
。
県
外
か

ら
被
災
地
入
り
し
た
最
初
の

医
師
団
だ
っ
た
◆
夜
を
徹
し

た
救
援
活
動
が
始
ま
っ
た
。

御
蔵
小
学
校
で
は
、
翌
朝
五

時
ま
で
に
一
人
百
例
を
超
え

る
縫
合
手
術
を
行
っ
た
。
被

災
者
た
ち
は
、
黙
々
と
治
療

に
当
た
る
医
師
が
岡
山
か
ら

来
１
知
る
召
、
し
ば
ら

く
経
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
隣

接
県
か
ら
の
即
座
の
救
援
に

感
動
し
た
◆
震
災
に
際
し
岡

山
の
反
応
は
素
早
か
っ
た
。

済
生
会
の
瀬
戸
内
海
巡
回
診

擦
船
「
済
生
丸
」
も
ば
的

外
使
用
″
を
承
知
で
、
神
戸

港
の
新
港
第
三
突
堤
に
急
行

し
た
。
医
療
班
員
延
べ
五
百

二
十
四
人
、
四
十
一
日
間
に

わ
た
リ
三
千
百
七
十
四
人
を

治
療
し
た
◆
そ
ん
な
岡
山
の

救
援
活
動
の
全
記
録
を
ま
と

め
た
「
阪
神
大
震
災
と
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
岡
山
か
ら

の
証
言
と
提
言
」
　
（
山
陽
新

聞
社
刊
）
が
出
版
さ
れ
た
。

む
ろ
ん
医
療
活
動
だ
け
で
は

な
い
。
市
民
グ
ル
ー
プ
、
大

半
の
自
治
体
・
：
い
ね
ば
岡
山

県
あ
げ
て
の
活
動
が
克
明
に

記
さ
れ
て
い
る
◆
恐
ら
く
岡

山
の
救
援
活
動
は
、
質
量
共

に
一
頭
地
を
抜
い
て
い
た
だ

。
ろ
う
。
巻
末
に
収
録
さ
れ
た

山
陽
新
聞
の
震
災
開
運
見
出

し
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
圧
倒
さ

れ
る
。
「
隣
人
だ
か
ら
」
と

、
多
く
の
人
が
話
し
て
い
た
。

頭
が
下
が
る
。
あ
ら
た
め
て

隣
接
府
県
同
士
の
連
携
の
大

切
さ
を
思
う
◆
岡
山
を
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
国
際
拠
点
に
す
る
と
の

運
動
が
あ
る
。
『
国
際
貢
献

ト
ピ
ア
岡
山
構
想
』
と
言
い

　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の

岡
山
」
が
拾
言
葉
だ
。
人
道

主
義
を
標
榜
す
る
「
隣
人
」

に
声
援
を
お
返
し
す
る
と
共

に
、
多
く
を
学
び
た
い
。
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